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一 般 質 問 通 告 書 

令和６年第１回定例会 

順番 
議席 

番号 
氏   名 発  言  事  項 要          旨 

答 弁 を 

求める者 

７ ７ 川 原 慎 一 １ 濵風ゆめみらい奨学金

制度について 

⑴ 現在、この制度を活用してい

る学生は何人いるか。 

教 育 長 

    ⑵ この制度の周知方法はどのよ

うにしているか。 

教 育 長 

   ２ 学校教育における学び

について 

⑴ 現行の学習指導要領において

は、「主体的・対話的で深い学

び」の視点から、これからの時

代に必要な資質・能力を育成し

ていく旨が述べられている。こ

れに関し、現在、「多様な学

び」の場としてどのようなもの

があるか。 

教 育 長 

    ⑵ 「多様な学びの場」におい

て、どのような取組が必要であ

ると考えるか。 

教 育 長 

   ３ 教職員の資質向上につ

いて 

⑴ 教職員の休職者が増えている

が、教職員が健康で元気に児

童・生徒の教育に携わるために

は、どのような取組が必要であ

ると考えるか。 

教 育 長 

    ⑵ これからの教育を担う教職員

に、どのようなことを心がけて

職務を行ってほしいと考えてい

るか。 

教 育 長 

８ 12 山 田   勝 １ 薩摩國広域輸出促進協

議会について 

⑴ この協議会はどのような会

か。また、目的は何か。 

市 長 

    ⑵ 本市ではどのような事業者が

対象となっているか。また、そ

の数は。 

市 長 

    ⑶ これまでの実績はどのように

なっているか。 

市 長 

    ⑷ 目的を達成するためには事業

者を育成しなければならないと

考えるが、どのように取り組ん

でいくか。 

市 長 

    ⑸ この協議会に出水市と長島町

が参加していないのはなぜか。 

市 長 

   ２ 青果市場跡地の活用に

ついて 

⑴ 今後はどのように進めていく

か。 

市 長 
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    ⑵ 活用策が実現するのはいつの

予定か。 

市 長 

   ３ ふるさと納税の取組に

ついて 

⑴ 国の制度が変わるが、取扱い

はどのようになるのか。 

市 長 

    ⑵ 返礼品事業者に影響があるの

か。 

市 長 

   ４ 特産品等流通促進支援

事業について 

⑴ 令和５年12月に実施した第４

弾の実績は。 

市 長 

    ⑵ 今後も取り組む考えはないの

か。 

市 長 

９ ５ 川 畑 二 美 １ 青果市場跡地について ⑴ 阿久根市まちづくりビジョン

では、「活用検討委員会での協

議を踏まえるとともに、県との

協議を行い、活用の方策を検討

する」としているが、どのよう

な活用をすることを考えている

か。 

市 長 

    ⑵ 市民からは、健康ランドのよ

うな温泉施設を造ってほしいと

の声を聞くが、どう考えるか。 

市 長 

   ２ 肥薩おれんじ鉄道につ

いて 

 本市にとって、肥薩おれんじ

鉄道の重要性をどのように考え

ているか。 

市 長 

     ２月15日に開催された鹿児島

県議会肥薩おれんじ鉄道活性化

議員連盟と３市議会議員連盟と

の意見交換会の中で、出水市長

が「鹿児島市までの直通運行が

できたら」と発言されたが、市

長はどう考えるか。 

市 長 

     肥薩おれんじ鉄道の施設・設

備は老朽化が激しく、経営自体

も赤字であり、補助金なしには

運営できない状況である。 

そこで、全国の第三セクター

で運営する鉄道会社及び関係自

治体と連携して、新たな財政措

置を国に要望すべきではない

か。 

市 長 

   ３ 公共施設の洋式トイレ

の設置状況について 

 学校、公民館、公園のトイレ

について、洋式化率はどうなっ

ているか。 

市長・教育長 

     今後の整備目標を年度ごとに 市長・教育長 
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示してほしい。 

   ４ 原子力災害対策につい

て 

 能登半島地震のような大規模

な自然災害と同時に川内原子力

発電所で重大事故が発生した場

合、すべての市民の安全を守る

ことができると思うか。 

市 長 

     原子力防災訓練では、倒壊家

屋からの救助を想定した訓練が

行われたが、避難指示が出た地

域においては救助活動はできな

いのではないか。 

市 長 

     議員と語る会を２月15日及び

17日に開催したが、大川地区の

住民から、「避難する場合、道

路が狭く避難できないのではな

いか」との意見があったが、ど

う考えるか。 

市 長 

   ５ 学校給食無償化につい

て 

⑴ 今年度行っていた学校給食費

の補助がなくなるので、保護者

の負担は増える。物価が高騰す

る中で子育てしにくい阿久根市

でいいのか。 

教 育 長 

    ⑵ 学校給食費は児童手当から差

し引いているが、貧しい家庭は

ますます苦しくなるのではない

か。児童手当の使い道を市が強

制していいと思うか。 

教 育 長 

     本市議会でも学校給食費を無

償化にしてほしいと思っている

議員はいる。市長は議員の声を

聞いてほしい。 

教 育 長 

10 ８ 竹 原 信 一 １ 地域の低学力問題 ⑴ 低学力の現状認識と社会への

影響は。 

市長・教育長 

    ⑵ 低学力の原因と対策は。 市長・教育長 

   ２ 決算における監査委員

の意見書と市の対応 

⑴ 「あらゆる事務事業等の徹底

見直しが必要」である理由は。 

監 査 委 員 

    ⑵ 事務事業の将来予測と現在の

課題は。 

市 長 

    ⑶ 見直しの実態と見直し努力へ

の評価は。 

市長・監査委

員 

   ３ 議会と執行部との関係 ⑴ 議会の市長等への監視責任を

分かっているか。 

市 長 
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    ⑵ 緊張関係の保持や、市民に公

開して関係の透明性を図るべき

ことを理解しているか。 

市 長 

   ４ 公務員は特別か ⑴ 市役所関係者を除く民間給与

の中央値、平均値は。また、正

規職員と会計年度任用職員それ

ぞれの中央値、平均値は。 

市 長 

    ⑵ 職員給与の均衡について、総

務課長は「職務の性質上、同等

の企業は少ない」と発言した。

市役所正規職員の職務を特別扱

いする理由は。 

市 長 

    ⑶ 民間の給与実態を軽視しては

いないか。 

市 長 

   ５ マイナ保険証の信頼性 厚労省は「国家公務員のマイナ

保険証利用率は4.36％」と発表し

た。阿久根市役所正規職員のマイ

ナ保険証の登録率は。 

市 長 

11 ３ 大 野 雅 子 １ 災害等の避難訓練と自

主防災組織について 

⑴ 本市では、年間にどのような

避難訓練を実施しているか。 

市 長 

    ⑵ 備蓄はどのようになっている

か。 

市 長 

    ⑶ 地域ごとに、その地域の実情

に沿った訓練が行われている

か。 

市 長 

    ⑷ 訓練の参加者は市民の何割に

なるか。 

市 長 

    ⑸ 訓練に参加できない、また

は、参加しない市民への周知

は、どのように考えるか。 

市 長 

    ⑹ 自主防災組織に求める活動は

どのようなものか。 

市 長 

    ⑺ 災害時の弱者である高齢者

や、体が不自由で一人では避難

が難しい方の避難方法は確立で

きているか。 

市 長 

    ⑻ 外国人就労者等の日本語が苦

手な方々に対し、災害時の緊急

連絡の方法や避難場所等は周知

しているか。 

市 長 

    ⑼ 女性、乳幼児、子供、高齢者

等の弱者に対する避難所におけ

る配慮はどのように考えている

市 長 
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か。 

    ⑽ 風テラスあくね、中央公民館

鶴見分館、市立図書館等の一般

の方が多く利用する公共施設で

は、緊急時の避難訓練はなされ

ているか。 

市長・教育長 

   ２ 子どもの未来を切り開

く子どもの学びの応援に

ついて 

本市では、現在、100人程の子供

たちが楽しみながら通うダンスチ

ームが複数あるが、本市の公共施

設にはダンスの練習を行うのに十

分な数の鏡がある部屋がない。公

共施設内にダンスの練習を行うこ

とができる鏡がある部屋を整備す

ることはできないか。または、移

動式の鏡を貸し出すようにするこ

とはできないか。 

教 育 長 

   ３ 自主事業の方針「文化

芸術活動に関わる人を増

やすための多様な事業の

展開」と、貸し館事業の

方針「市民の文化芸術活

動の拡大」について 

⑴ 貸し館事業の方針には、市民

の文化芸術活動の拡大として、

単なる「場所貸し」だけでな

く、「市民や各種団体が企画制

作及び参加する事業に対して、

市が後援及び共催することによ

る支援や、発表会等の企画・制

作及び舞台等への技術支援を行

い、市民の自主的な文化芸術活

動の継続・拡大・発展を推進す

る」とあるが、具体的にどのよ

うな支援を行っているか。 

教 育 長 

    ⑵ 市や教育委員会が後援してい

る市民主催の事業の周知やチケ

ットの取扱いを自主文化事業と

同じように取り扱うことはでき

ないか。 

教 育 長 

   ４ 不登校について ⑴ 本市では、令和４年度の不登

校の児童生徒は40名であったと

のことであるが、この中に１年

以上不登校となっている者がい

るか。 

教 育 長 

    ⑵ 不登校の児童生徒のうちひき

こもりになった、または、なる

可能性のある児童生徒はいる

か。 

教 育 長 
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    ⑶ 不登校であった児童生徒が中

学校卒業後にひきこもりになっ

ていないか把握できているか。 

市長・教育長 

    ⑷ ほかの市町では、学校には通

えなくてもフリースクールでな

ら学べる子供もいると聞くが、

阿久根から通えるフリースクー

ルがあるか。 

教 育 長 

 

 


